
困りごと・悩みごと相談 問い合わせ先
市民協働課市民相談室　20-1507

市民協働課市民相談室　20-1507

　市民協働課市民相談室　20-1507

　市民協働課市民相談室　20-1507

交通防犯課　20-1527

教育センター　20-2922

教育相談室　22-5100

0120-24-1130

消費生活センター　23-1161

27-1116

○市民生活相談

○法律相談

○外国人相談

○女性のための相談

○交通事故相談

○教育相談

○教育相談

○医療相談 ほっとライン

○消費生活相談

○急病診療所

（離婚･相続･相隣関係･金銭貸借など）

（予約制・市内在住の人）

（英語･中国語･スペイン語･ポルトガル語）

（DVを含む、予約制）

（予約制）

（予約制）

（家庭教育・青少年教育）

（来診前に症状を連絡してください。健康保険証を忘れずに）

（専門の医療スタッフが24時間年中無休、無料で相談に応じます）

一人で悩まずに相談してみませんか？

「大倉ふじお」通信  第165号

【プロフィール】

成田市議会議員

昭和30年成田市生まれ
成田幼稚園･成田小学校･西中学校･成田高校･創価大学卒
昭和62年初当選（現在８期目）
副議長、監査委員、建設水道常任委員長、農業委員、決算特別委員長、
後期高齢者医療広域連合議会議員、医療問題特別委員長等歴任
現在、経済環境常任委員、新市場整備・輸出拠点化等調査特別委員長、
議員団幹事、成田赤十字病院運営協議会委員
会派「公明党」顧問

大倉 ふじお

誠実と情熱の行動派！

大倉ふじお

経済環境常任委員会 新市場整備・輸出拠点化等調査特別委員会

しました！

平成３０年４月、子育て世代包括支援センター設置！

皆様の声が
に！カタチ

谷合農林水産副大臣に要望書を提出

同常任委員会は、3月7日午後２時から第一委員会室で開会しました。付
託された議案は、議案第16号、18号、28号を審査した。第16号では、中
小企業資金融資条例の一部を改正（小口零細企業保証制度事業資金の
設備資金で750万円を2000万円に運転資金で750万円を1000万円
に、等）について、私は、現状と改正後の見通しを質疑した。また調査８事
項について、執行部の報告を受け質疑を行った。その他で、私は、ゴミの
集積所について、市の基本的な考え方を質疑し、ゴミ問題は市の課題だ
とし、市民とともに取り組むよう強く要望しました。

新年度予算に見られる大倉提案の主な新規・継続事業

看護師等修学資金貸付事業
こども発達支援センター事業
赤坂ふれあいセンター事業
男女共同参画センター事業
がけ地整備事業補助金事業
コミュニティバスの運行事業

学校図書館司書事業
移送サービス事業
中学生議会の開催
教育センター事業
手話通訳者の設置
公共施設に AED 設置

飼い主のいない猫不妊・去勢手術費助成
私立保育士の処遇改善「なりた手当」交付
八富成田斎場火葬使用料の無料化
太陽光発電システム設置補助事業
中学 3 年生までの医療費助成事業
国の教育ローン利用者に利子補給

子育て世代包括支援センターの設置
雨水貯留施設設置費補助
災害廃棄物処理計画策定
空き家バンクの設置

公共交通網形成計画策定
認知症初期集中支援チームの設置

継　続　事　業　名 新　規　事　業　名

新市場整備に関する懇談会を開催

市道
認定を
推進

同特別委員会（大倉委員長）は、平成29年12月
20日に設置され、1月12日19日、2月2日には、
テーマごとに調査を行った。3月7日には、付託さ
れた議案第26号「平成29年度成田市公設地方
卸売市場特別会計補正予算（第3号）を審査し全
会一致で可決となった。その後、調査事項の卸売市場の再整備及び輸出
拠点化推進事業について、説明・質疑・答弁を行い、散会した。3月16日に
は、追加議案第43号「平成29年度同補正予算（第4号）」と議案第45号
「平成30年度同補正予算（第1号）を審査し賛成多数で可決しました。

新市場整備・輸出拠点化等調査特別委員会
（大倉委員長）は、1月22日午後１時30分か
ら成田卸売市場事務所2階会議室で市場関
係者との懇談会を開催した。この懇談会に
は、青果3名、水産2名の代表者が出席してい
ただき、新市場整備や輸出拠点化などについて、率直なご意見やご
要望などをお伺いした。また、同委員との意見交換を行いました。

新市場整備・輸出拠点化等調査特別委員会（大倉
委員長）は、平成30年1月19日午前11時30分に
農林水産省副大臣室を訪ね、谷合副大臣に要望
書を手渡し事業の円滑な推進に向けて財政面を
含めた多様な支援を要望した。これに対し谷合農
林水産副大臣は「輸出の拠点化に大いに期待している。我々としても、
しっかり支援してまいりたい。」と力強い発言をいただきました。また、
1月31日には、千葉県知事に要望書を提出しました。

交通安全
の

路面標示

カーブ
ミラー
の設置

平成３０年度４月から、子育て世代包括支援センターが設置される。この事業により、保
健師等専門職が妊娠届出の際の面接を行い、妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない
支援を実施することで子育て世代への支援が充実されることになる。私は、平成２８年３
月議会の一般質問で、日本版ネウボラへの期待が高まっていることから子育て世代包括
支援センターを設置するよう提案した。市長から、「早期に設置に向けて取り組む」との
答弁。その後１２月議会でも早期設置を求めて質問し「平成３０年４月設置する」との答弁がありました。


